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批
評
と
級
介

原
著
書
と
共
に
贶
せ
次
る
を
得
^

る
.所
也
0
.吾
人
は
上 

文
に
於
<
單
に
評
釋
書
の
項
目
を
擧
ぐ
る
に
止
め
、
徒 

ら
1C
內
器
を
紹
介
せ
3'
'
~
0
\
し
K
t?.
理
論
經
濟
學
に
志
あ 

る
讀
者
は
同
敎
授
'

S

評
釋
の
勞
を
執
ら
れ
允
る
プ
氏
の 

經
濟
論
を
等
閑
に
附
し
去
る

こ

と

非

ぎ

る

を®'
#

す

れ 

.

ば
也
。唯
原
著
を
讀
甘
ぎ
る
評
釋
書
の
li
Ii
*

の
爲
め
、
 

聊
か
蕪
言
を
述
べ
把
る
の
み
。
世
に
有
名
な
る
經
濟
學 

者
»
多
け
れ
ど
、
科
學
的
硏
究
を
爲
し
居
る
者
は
誠
に 

稀
な
6

0
プ
氏
は
此
豨
な
る
經
濟
學
者
の
一
人
な
ろ
0
3 

れ
ば
吾
人
は
其
の
著
述
の
評
釋
書
胗
廣
く
我
«

濟
^
界 

に
用
ゐ
ら
れ
、
.眞
實
の
研
究
を
喚
起
す
る
のj
動
機
と 

爲
ら
ん
こ
と
を
希
望
し
て
业
ま
次
る
也
。(

高
城)
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l
世

界

商

業

史

大
判
六
頁
六
十
五

K

定
價
金

i

八
拾
餞 

四
十
五
年
一
月
初
版
來
京
p i

文
堂
發
行

本
書
の
原
著
はA

 H
i
s
t
o
r
y

〇f C
o
m
n
n
e
r
c
e

と
稱
し
、
 

米
國
工
ー
ル
大
學
敎
授
ク1

フ
ブ•

デ
，-

J3
&
の
著
は
せ
る 

者
に
し
<

千
丸
百
八
年
細
育
市L

o
n
g
m
a
n
s
,

 

G
r
e
e
n
,

 

C
o
.

の
發
行
に
係
れ
6

。
原
著
者
デ
ー
氏
は
^

洲

三
七
八

經
濟
史
に
精
通
せ
る
新
進
の
大
家
に
し
<
、
現
にH 

I 

ル
大
學
本
科
及
び
經
濟
擧
專
攻
科
に
於
て
歐
洲
經
濟
史 

の
講
座
を
檐
任
し
つ
、
あ
6

。
原
書
は
商
歎
學
敎
科
書 

一
と
し
て
著
述
さ
れ
た
る
名
の
に
し
て
、
載
す
る
所
は
世 

：ゝ|

界
各
画
，の

商

業

史

な

る
^
、
全
書
を
分
ち
<
*-
6
代
、
中 

|

ハ
.世
、
近
世
、
最
近
及
び
北
米
合
衆
國
の
五
篇
と
し
、
順 

:
を
追
ふ
て
各
其
脖
代
に
於
け
る
重
な
る
諸
國
の
商
業
の 

發
達
を
叙
述
せ
6

。
*
者
の
最
名
苦
心
せ
る
所
は
拔
及 

全
盛
時
代
よ
6

近
年
に
至
る
迄
約
三
千
年
間
に
亘
6
.て 

數
十
箇
國
の
商
業
史
を
ば
如
何
に
し
て
彼
に
偏
せ
岁
此 

に
私
せ
ず
し
て
記
述
せ
ん
か
に
在
6
し
が
、
著
者
の
錐 

敲
の
功
空
し
か
ら
デ
、
良
く
其
の
g
的
を
達
せ
る
は
原 

|
書
を
#

く
^P

の

、

一
齊
に
感
嘆
す
る
所
也
。
然

^

本 

一
書
の
異
彩
と
看
做
す
ベ
.き
名
の
は
谷
國
の
商
業
的
發
展 

一
を
叙
述
す
る
に
當

6

て
軍
に
商
品
の
種
類
、
寶
貿
高
等 

を
擧
ぐ
る
に
止
ま
ら
宇
、
商
業
の
^
^
杧
る
國
家
經
濟 

•

、
發

展

の

徑

路

を

說

明

せ

る

&

是
れ
也
。
‘
因
是
、
.讀
者
一 

度
び
此
書
を
繙6
ば
、
世
界
文
明
史
上
0.
各
强
國
の
榮 

枯
盛
衰
の
.遠

因

を

窺

ふ

に

足

る

べ

し

。
本

書

は

¥]
版
發

作
後
未
だ
跡
年
の
星
薇
を
經
ぎ
る
に
版
に
第
五
版
ど
出 

す
.に
至
れ
.、6
と
、
以
て
本
書
好
如
何
に
好
評
を
博
し
つ 

、
あ
る
.

£：

を
知
る
べ
し 

.

、
、

一
 

譯
者
は
多
年
米
國
に
遊
學
し
曾
て
エ
I

ル
大
學
に
方
っ
へ
. 

V

原
著
者
デ
I
敎
授
の
薰
陶
を
受
け
^

る
と
七
る
經
&

づ 

學
專
次
者
に
し
て
、翁
に
ァ
グ
ム
•
ス
ミ
ス
の『

富
國
論』

ハ
 

と
ァ
ル
サ
ス
の『

人
ロ
說』

の
抄
譯
を
試
み
、近
く
は『

獨

\

 

逸
帝
國』

t

び『

外
遊
十
二
年』

等
の
箸
書
ぁ
り
。
課
書 

は
第
五
編
§5
米
利
加
合
衆
國
中
の
一
部
を
除
き
原
箸
j
 

卷
ヶ
追
句
的
に
譯
出
せ
t

の
に
し
て
、
終
始
一
貫
忠 

實
I

飜
譯
を
與
.へ
、
®
文
名
亦
平
易
流
暢
に
し
バ 

0
等
の
漉
滯
な
し
。
譯
書
は
乂
原
書
に
揷
め
る
三
十
有 

餘
の
地
圖
を
轉
載
し
^
れ
ば
本
文
の
解
鞸
上
一
大
便
宜 

を
與
ふ
|

の
と
云
说
べ
し
：
原
著
に
接
す
る
の
機
會

\

 

を
有
せ
ざ
る
讀
潜
《
此
譯
書
に
依
6

<
原
著
を
搞
バ
ネt

 

同
欉
の
利
益
を
享
有
す
る
を
禮
な
よ
'。
®

人
は̂

\

 

者u

對
し1

好
著
を
我
讀
|

に
激
介
せ
る
の
勞
I

-:
:

-す
る
と
同
時
に
其
^
譯
書
を
公
湖
に
推
1'
す
る

C

I

C

/
 

歡
躇
せ
^

る
？
の
*:
:°(

高
城)

.

:
法
學
士
黎
佐
^

^

獨

0

^

0

 

£

f

c

 

.
本
書
は
主
と
しV

法
制
上
よ6
«
祀
る
獨
逸
帝
画
と 

，萁
の
驚
地
と
の
關
係
を
叙
述
し
祀
t

の
な
ら
、
f
 

す
る
所
I

民
法
制
の
發
達
、
.殖
民
地
の
傾
土
と
帝
國 

#

出
と
の
法
律
上
め
關
係
、
殖
民
地
在
住
人
の
法
律
上 

w

け
る
地
位
、
殖
民
？

於
け
る
立
法
' 

行

政

ほ 

法
M

組
織
、
民
法
、
商
法
及
荆
法
の
粳
槪
に
し
N<
®
fr

.

i

i

i

 一
斑
、
英

人

1-
l

s

.i
lf
lf 

C
歐
米
殖
民
地
现
#

の

統

計

表

を

刚

動

と

|; 

文
め
、
猶
S
著
者
の
用
ね
^

る
參
考
書
を
緖
言
の
糸
6

M

書
は一

般
の
法
制
史
及
殖
民
制
度
' 
殖
民
政
策
の 

者
c

,

m

6

<
1

好
參
考
書
tt
る
ベ
し

S
は
れ
本 

日_
_
し
<

『

獨
逸
殖
民
新
論』

と
な
せ
ど
、
論
ず
る 

I

槪
しV

法
制s

方

し

<、
本國
と殖
民
 

地
と
の
間
の
政
治
的
、
社
會
的
、
商H

業
的
一
般
經 

濟
的
_
係U.

論
及
す

る

所

尠

な

し

。
此
種
の
關
係
.の
一
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部
は
附
錄
の『

獨
猶
殖
民
地
现
勢
一
斑』

.
に
載
せ
杧
れ 

.

ど
ゼ
、
其
記
述
の
■

«

防
西
科
金
書
的
に
し
て
{|
;
-
|
]

1 1

ぇ 

經
濟
的
發
展
の
關
係
を
« .

乾
2

^

^

が
«

厝
む
べ
し
。 

卷
尾
に

_

せ
杧
る
歐
米
嫩
底
地
現
勢
の
統
計
.は
各
地
に 

散
在
せ
る
英
、
露

'

佛
、
，獨
、
白
、
菊
、
和

*

%

«

$

 

丁
、

W

の
十
一
箇
の
猶
民
地
の
地
名
、
而
積
及
人
口
の 

統
計
を
收
め
杧
る
を
以
て
、
殖
拔
論
の
研
究
者
に
は
好 

參
考
を
與
ふ
る
名
の
と
爾
ふ
べ
し
。
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ぬ

货

勘
? R

_

_

紅

濟

政

策

後

篇

ー

卜

卷

大
判
七
西
三
十
頁
宙
殷
金
浓
圓
蓝
拾
淺 

p i

十
五
华
二
月
诳
京
同
文
節
發
行

本
書
は
機
に
氣

1

敎
授
の
蝕
筆
に
依

6

て
順
次
譯
出 

發

刊

せ

ら

る

フ

氏

の

經

濟

原

論

、經
濟
政
策
前
編
、
 

經
濟
政
策
後
| ?

上
卷
の
姉
鐘
观
に
し
て
、
之
を
以
て
フ 

氏
が
十
ヶ
年
の
苦
心
に
成
れ
る
經
濟
金
書
の
飜
譯
を
究 

成
す
る
％
の
な

6

0

載
す
る
所
は

.

近
#

物

價

騰

貴

の
. 1 

勢
に
連
れ
て
促
界
各
國
の
學
潘
及
經
世
家
の
注
意
を
喚 

起
せ
る
勞
働
問
題
と
密
接
の
關
係
を
有
す
る
勞
働
激
所

得
に
到
す
る
政
策
論
に
し
て
、
全
卷
を
分
ち
て
總
論
、勞 

0

所
得
政
策
及
貧
民
政
策
の
三
部
と
し
、
總
論
ic
tt
所 

得
政
策
の
性
質
、
直
接
間
接
の
所
得
政
策
等
を
論
レ
レ
、
 

第
二
部(

勞
働
所
得
.政
策)

を
更
に
所
得
確
保
策
と
勞 

,
|
%
«

政
策
ど
'の
ニ
章
に
小
分
し
、
第
一
章
に
は
勞
働
紹
介 

’
パ
の
制
度
失
業
者
の
救
護
、
勞
働
保
險
等
に
關
す
る
»
究 

を
載
せ
、
第
ニ
章
に
《
勞
銀
政
策
の
職
分
、
各
種
の
勞 

一
鈒
支
紛
方
法
ヽ
勞
銀
に
關
す
る

^

興
同
盟
1

エ
、
工
場 

閉
鎖
、同
盟
排
斤
、黑
表)

、勞
龈
協
約
と
其
の
公
.定
、
.努 

銀
保
全
の
策
生
活
費
の
輕
減
、住
屈
の
改
«
等
を
論
1̂
、
 

叉
_第
三
部(

貧
民
政
策)

に
於
て
は
貧
民
の
性
質
、
其
の 

原

:6
、貧
民
救
肋
の
歷
史
>
贫
民
行
政
等
を
擧
げ
^

6

0 

_ 
\

パ
本
書
に
は
叉
後
篇
企
部
の
索
引
を
卷
末
に
收
め
^
れ
ば 

參
考
書
と
し
て
の
便
!it
*
多
し
。

:
以
上
は
單
に
本
書
所
載
の
項
目
を
列
記
し
た
る
の
み 

|

な
る
&
、
詳
細
な
る
紹
介
は
次
號
に
載
す
べ
し
。
輝
文 

に
至
6

て
は
達
筆
家
と
し
<
我
學
界
に
知
ら
れ
る
氣 

.
«
敎
授
の
麗
筆
に
成
れ
る
名
の
な
れ
ば
、
玆
に
呶
々
す 

•

〜

る
の
婴
な
し
。
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